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一
回
、
２
死
後
三
塁
に
走
者
を
背
負

い
、
比
嘉
に
は
重
圧
の
か
か
る
局
面
を

迎
え
た
。
し
か
し
、
関
東
大
会
、
明
治

神
宮
大
会
と
先
発
を
経
験
し
て
き
た
比

嘉
に
動
揺
は
見
ら
れ
ず
、
４
番
・
伊
東

を
二
塁
ゴ
ロ
に
打
ち
取
り
、
ピ
ン
チ
を

し
の
い
だ
。

　
一
回
裏
、
今
大
会
１
番
に
抜
擢
さ
れ

た
周
東
が
出
塁
、
中
島
が
送
り
バ
ン
ト

を
決
め
た
１
死
二
塁
と
い
う
チ
ャ
ン
ス

に
大
下
が
打
席
に
入
る
。
大
下
は
昨
秋

の
関
東
大
会
で
は
４
番
を
任
さ
れ
た
が

不
調
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
大
舞
台

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
力
を
発
揮
す
る
大

下
を
信
じ
、
藤
田
監
督
は
大
下
を
３
番

に
据
え
た
。
変
化
球
が
２
球
続
い
て
外

れ
、
３
球
目
の
真
ん
中
高
め
の
ス
ト

レ
ー
ト
を
強
引
に
引
っ
張
り
、
痛
烈
な

打
球
が
三
塁
手
の
後
ろ
を
抜
け
た
。
そ

の
間
、
周
東
が
先
制
の
本
塁
を
踏
ん
だ
。

藤
田
監
督
が
試
合
後
「
大
下
の
タ
イ
ム

リ
ー
が
大
き
か
っ
た
」
と
語
っ
た
よ
う

に
、
大
下
の
一
打
が
攻
撃
陣
に
「
佐
藤

の
球
は
打
て
る
」
と
確
信
さ
せ
た
。

　
比
嘉
の
球
は
角
度
が
あ
る
上
に
重
く
、

ス
ラ
イ
ダ
ー
も
低
め
に
決
ま
り
、
時
お

り
投
げ
る
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
も
効
果
的

に
決
ま
っ
た
。
エ
ー
ス
が
相
手
攻
撃
陣

を
抑
え
込
め
ば
、
攻
め
の
集
中
力
が
増

す
。
三
回
、
１
死
後
、
中
島
が
出
塁
、

次
の
大
下
が
右
中
間
を
破
り
、
追
加
点

を
あ
げ
た
。

　
本
校
の
攻
撃
は
四
回
、
一
気
に
火
を

噴
き
、
８
番
・
比
嘉
が
三
塁
打
を
打
つ

と
続
く
小
川
の
中
犠
飛
で
３
点
目
。
２

死
か
ら
中
島
の
安
打
、
大
下
の
３
本
目

の
二
塁
打
で
加
点
。
更
に
直
井
が
左
翼

手
の
頭
上
を
破
る
三
塁
打
、
小
野
寺
も

チ
ー
ム
10
本
目
と
な
る
安
打
を
中
前
に

放
ち
、
５
長
短
打
を
連
ね
て
、
一
挙
４

点
を
加
え
た
。

　
五
回
、
下
門
が
塁
に
出
る
と
、
比
嘉

が
バ
ン
ト
で
進
め
、
小
川
が
右
前
に
運

び
７
点
目
。
さ
ら
に
六
回
に
も
点
を
積

み
重
ね
た
。
東
陵
ベ
ン
チ
は
佐
藤
に
代

え
岡
本
を
送
り
出
し
た
が
、
１
死
後
、

直
井
の
安
打
で
８
点
目
が
入
っ
た
。

　
着
々
と
点
を
積
み
重
ね
る
攻
撃
陣
の

援
護
も
あ
り
、
比
嘉
は
落
ち
着
い
て
低

め
に
球
を
集
め
、
持
ち
味
を
発
揮
し
た

が
、
七
回
、
１
死
か
ら
甘
く
入
っ
た
ス

ト
レ
ー
ト
を
東
陵
・
白
石
に
左
前
へ
、

梅
木
に
は
右
前
に
打
た
れ
、
二
走
者
を

背
負
う
。
ベ
ン
チ
か
ら
初
め
て
の
伝
令

が
マ
ウ
ン
ド
に
走
っ
た
が
、
比
嘉
は
、

次
の
小
林
に
対
し
て
徹
底
し
て
低
め
に

球
を
散
ら
し
、
最
後
は
外
角
低
め
の
変

化
球
を
引
っ
か
け
さ
せ
、
遊
ゴ
ロ
併
殺

打
で
抑
え
た
。
比
嘉
は
八
回
に
、
下
位

か
ら
長
短
打
で
初
失
点
し
た
が
、
冷
静

な
投
球
で
ピ
ン
チ
を
し
の
ぎ
、
そ
の
裏

に
は
、
大
下
の
４
本
目
の
二
塁
打
を
足

場
に
犠
飛
で
再
び
８
点
差
を
付
け
、
試

合
を
決
し
た
。

　
１
月
24
日
、
日
本
高
等
学
校
野
球
連

盟
よ
り
平
野
英
治
前
校
長
に
電
話
で
の

一
報
が
入
り
、
本
校
野
球
部
が
第
86
回

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
足
利
市
か
ら
初
の
代
表
校
選
出
と
い

う
快
挙
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
大
会
に

は
関
東
地
区
代
表
５
校
の
う
ち
、
本
校

を
含
め
て
両
毛
線
沿
線
に
位
置
す
る
佐

野
日
大
高
校
、
桐
生
第
一
高
校
の
３
校

が
選
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で

も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
戦
は
、
３
月
23
日
、
東
北
地
区
代

表
の
東
陵
高
校
と
の
対
戦
。
被
災
地
か

ら
の
出
場
校
と
の
対
戦
に
、
全
国
か
ら

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
選

手
た
ち
は
臆
す
る
こ
と
な
く
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
し
て
圧
勝
。
甲
子
園
に

本
校
の
校
歌
が
響
き
渡
り
、
平
成
６
年
の

校
名
変
更
後
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
第
２
戦
は
28
日
、
対
戦
相
手
は

沖
縄
尚
学
高
校
。
秋
の
各
地
区
大
会
の

優
勝
校
が
集
う
明
治
神
宮
大
会
の
覇
者

と
し
て
、
今
大
会
の
優
勝
候
補
と
目
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
沖
縄
尚
学
と
中

盤
ま
で
は
互
角
に
戦
い
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
２
回
戦
敗
退
と
な
り
、
本
校
野

球
部
の
選
抜
大
会
で
の
熱
い
戦
い
は
終

わ
り
ま
し
た
。

̶

足
利
市
初
の
快
挙̶
白
鷗
野
球
部
、セ
ン
バ
ツ
初
出
場

白
鷗
野
球
部
、セ
ン
バ
ツ
初
出
場

〜
甲
子
園
に
校
歌
が
響
く
〜

打
線
が
爆
発
!!

打
線
が
爆
発
!!

東　　　陵 000  000  010　1
白鷗大足利 101  411  01×　9
 投   手　　　          回数 打者 球数 安打 三振 四球 死球 失点 自責点
比嘉　新㊨ 9 35 100 8 3 1 0 1 1

【三塁打】直井、比嘉
【二塁打】中島、大下（4）

【 白 鷗 大 足 利 】　　打数　得点　安打　打点
（中）
（二）
（左）
（一）
（三）
（右）
打
右
（遊）
（投）
（捕）

5
4
5
5
4
3
1
0
4
2
2
35計

1
3
2
1
0
0
0
0
1
1
0
9

1
3
4
3
1
0
0
0
1
1
1
15

0
0
3
2
2
0
0
0
0
0
2
9

周東　貴人
中島　健寿
大下誠一郎
直井　秀太
小野寺祐哉
大川　善弘
平賀　烈心
朝比奈由起
下門　光瑠
比嘉　　新
小川　真希

【犠打】5　【残塁】9　【併殺】1

（宮城=初出場）

（栃木=初出場）

対 東  陵

̶ 2 ̶

アルプス席の応援団へ勝利の報告に向かう
ナインの足取りは軽やか！ （写真提供 毎日新聞社）

三回、右中間に２本目の
二塁打を放つ大下君

声高らかに、校歌を熱唱する選手たち
（写真提供 毎日新聞社）



場
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
セ
ン
バ
ツ
初

出
場
、
初
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
校
名
変
更
後
初
の
校
歌
が
甲

子
園
球
場
に
響
き
渡
っ
た
時
に
は
、
大

き
な
声
で
歌
っ
て
い
る
選
手
た
ち
の
姿

を
誇
ら
し
く
思
い
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し

て
も
素
直
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
勝
利
、
敗
戦
を
、
全
国
制

覇
へ
の
教
訓
と
し
て
、
皆
様
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
さ
ら
な
る
部
の
発
展
に
選

手
と
共
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
セ
ン
バ
ツ
で
は
、
地
域
の

皆
様
、
野
球
部
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
様
、
学
校
挙
げ
て
の
応
援
を

含
め
、
多
く
の
方
々
が
私
や
選
手
た
ち

に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
改
め
て
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
野
球

が
で
き
る
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
実
感
し
た
大
会
で
し
た
。

　
東
陵
高
校
と
の
初
戦
で
は
、
３
万
３

０
０
０
人
の
大
観
衆
の
中
、
甲
子
園
球

　
初
回
、
先
頭
・
周
東
が
中
前
安
打
。

送
り
バ
ン
ト
を
決
め
た
後
、
初
戦
で
４

本
の
二
塁
打
を
放
っ
て
い
る
３
番
・
大

下
が
中
前
に
は
じ
き
返
し
て
周
東
を
迎

え
入
れ
１
点
先
取
。
し
か
し
そ
の
裏
、

沖
縄
尚
学
の
３
安
打
で
１
点
を
返
さ
れ

た
。
比
嘉
の
球
に
は
初
戦
ほ
ど
の
キ
レ

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
回
か
ら
立

ち
直
り
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
強
気
に
内
角

を
攻
め
、
五
回
ま
で
12
人
連
続
で
打
ち

取
る
好
投
を
見
せ
た
。

　
四
回
、
先
頭
の
直
井
が
左
前
安
打
で

出
塁
、
さ
ら
に
下
門
が
遊
失
に
生
き
、

一
・
二
塁
と
得
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た

が
好
機
を
生
か
せ
な
か
っ
た
。

　
沖
縄
尚
学
の
エ
ー
ス
・
山
城
は
初
戦

〜
２
回
戦
で
涙
を
の
む
〜

神
宮
大
会
優
勝
校
に
善
戦
!!

神
宮
大
会
優
勝
校
に
善
戦
!!

で
報
徳
学
園
を
被
安
打
４
で
完
封
。
そ

の
山
城
を
相
手
に
本
校
は
四
回
か
ら
七

回
ま
で
毎
回
安
打
の
走
者
を
出
し
た
が
、

山
城
を
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　
六
回
、
比
嘉
が
尚
学
打
線
に
つ
か
ま

り
、
１
死
後
、
高
め
の
球
を
西
平
に
セ

ン
タ
ー
返
し
さ
れ
る
と
、
続
く
４
番
・

安
里
に
も
高
め
の
球
を
中
堅
左
へ
痛
打

さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
一
、
三
塁
。
左
の
上

原
康
へ
の
初
球
が
、
捕
手
の
構
え
と
逆

の
内
角
に
入
り
、
右
翼
へ
の
犠
飛
と
な

り
勝
ち
越
し
を
許
す
。
さ
ら
に
七
回
、

先
頭
打
者
に
左
前
に
運
ば
れ
る
と
、
藤

田
監
督
は
左
翼
を
守
っ
て
い
た
大
下
を

救
援
さ
せ
た
。

　
急
な
登
板
を
任
さ
れ
た
大
下
は
２
死

を
取
っ
た
も
の
の
赤
嶺
謙
に
四
球
を
与

え
、
次
の
２
番
・
久
保
の
当
た
り
は
右

中
間
へ
の
浅
い
飛
球
。
懸
命
に
前
進
す

る
中
堅
手
・
周
東
と
、
斜
め
に
突
っ
込

ん
で
き
た
右
翼
手
・
大
川
の
２
人
が
激

突
。
球
が
こ
ぼ
れ
２
点
二
塁
打
と
な
っ

た
。
そ
の
後
も
大
下
は
、
西
平
に
右
中

間
を
破
ら
れ
、
計
３
失
点
。
流
れ
は
沖

縄
尚
学
に
傾
い
て
し
ま
っ
た
。

　
逆
に
本
校
の
攻
め
は
繋
が
り
を
欠
き
、

毎
回
の
よ
う
に
安
打
は
出
る
も
の
の
単

発
で
終
わ
り
、
山
城
か
ら
ど
う
し
て
も

連
打
を
奪
え
ず
、
八
回
に
は
、
３
点
を

奪
わ
れ
て
大
勢
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
試
合
後
、
藤
田
監
督
は
「
山
城
投
手

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
伸
び
が
あ
り
投
球
に

も
粘
り
が
あ
っ
た
。
思
う
よ
う
に
バ
ン

ト
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
敗

戦
を
振
り
返
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
２
回
戦
敗
退
と
な
っ
た

が
、
秋
の
東
北
大
会
準
優
勝
の
東
陵
に

快
勝
し
、
秋
の
明
治
神
宮
大
会
で
優
勝

し
た
沖
縄
尚
学
と
中
盤
ま
で
は
互
角
に

戦
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
白
鷗
野
球
部
の

隠
れ
た
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
甲

子
園
で
の
２
試
合
を
糧
に
し
た
今
後
の

飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

【 白 鷗 大 足 利 】　　打数　得点　安打　打点
（中）
（二）
（左投左）
（一）
（三）
（捕）
（遊）
（投）
右左
（右）
投
打

4
3
3
4
4
4
4
2
1
3
0
1
33計

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

1
0
1
1
1
1
0
0
1
2
0
0
8

0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

周東　貴人
中島　健寿
大下誠一郎
直井　秀太
小野寺祐哉
小川　真希
下門　光瑠
比嘉　　新
朝比奈由起
大川　善弘
長谷川慶太
瀬下　　輝

【犠打】2　【残塁】8　【併殺】0

白鷗大足利 100  000  000　1
沖 縄 尚 学 100  001  33×　8
 投   手　　　          回数 打者 球数 安打 三振 四球 死球 失点 自責点
比嘉　新㊨ 6⁰⁄₃ 25 77 6 0 1 0 3 3
大下誠一郎㊨ 1²⁄₃ 12 43 5 0 2 0 5 5
長谷川慶太㊨ ¹⁄₃ 2 3 1 0 0 0 0 0

（栃木=初出場）

（沖縄=６回目）

対 沖縄尚学

先制のホームを踏み、喜びを表す周東君

真剣な面持ちで監督の指示を受ける選手たち

藤
田

　慎
二

野
球
部
監
督

皆
様
に
支
え
ら
れ
力
発
揮

　
第
86
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
は
、

多
大
な
る
ご
声
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
セ
ン
バ
ツ
初
出
場
、
更
に
は
校
名
変

更
後
初
め
て
の
全
国
大
会
１
勝
と
い
う

新
た
な
歴
史
を
本
校
硬
式
野
球
部
に
刻

む
こ
と
が
で
き
、
甲
子
園
で
校
歌
を
歌

え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
制
覇
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
き
た
チ
ー
ム
が
、
初
戦
突
破
で

満
足
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

選
抜
甲
子
園
で
の
反
省
、
課
題
を
生
か

し
て
、
更
な
る
チ
ー
ム
の
成
長
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
田

　泰
輔

野
球
部
コ
ー
チ

セ
ン
バ
ツ
初
勝
利
か
ら
成
長
へ
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初
戦
は
、
埼
玉
県
１
位
の
花
咲
徳
栄

高
校
と
の
対
戦
。
二
回
２
死
後
に
小
川
、

小
野
寺
が
打
線
を
つ
な
げ
、
ラ
ン
ナ
ー

は
一
、
二
塁
。
比
嘉
が
右
前
に
打
ち
返

し
、
１
点
を
先
取
し
た
。
そ
の
後
、
下

門
が
四
球
を
選
び
満
塁
、
周
東
が
右
前

タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
さ
ら
に
１
点
追
加
。

そ
の
裏
、
１
点
を
許
し
た
も
の
の
、
五

回
ま
で
緊
迫
し
た
攻
防
が
続
き
、
六
回

に
小
川
の
右
前
打
か
ら
２
死
満
塁
、
押

し
出
し
四
球
と
大
下
の
走
者
一
掃
の
二

塁
打
で
４
点
を
加
え
た
。
六
回
か
ら
大

下
が
登
板
し
、
八
回
に
４
安
打
を
浴
び

３
失
点
、
九
回
に
は
本
塁
打
を
浴
び
て

１
点
差
に
せ
ま
ら
れ
る
が
、
粘
り
強
い

投
球
で
逃
げ
切
っ
た
。

　
準
々
決
勝
は
、
千
葉
県
１
位
の
習
志

野
高
校
と
の
対
戦
。
先
発
・
比
嘉
は
一

回
に
２
安
打
を
許
し
、
１
点
を
失
う
が
、

ス
ラ
イ
ダ
ー
に
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
を
交
え

た
巧
み
な
投
球
で
、
終
始
習
志
野
打
線

を
封
じ
込
め
た
。
ま
た
、
打
撃
陣
も

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
追
撃
し
、
二
回
に

直
井
、
小
川
の
長
短
打
で
同
点
に
追
い

つ
き
、
三
回
に
は
３
四
死
球
を
生
か
し

て
逆
転
、
六
回
に
小
野
寺
の
二
塁
打
で

３
点
目
を
入
れ
た
。
七
回
裏
に
は
１
死

三
塁
の
ピ
ン
チ
に
、
中
島
が
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
ナ
ー
を
落
ち
着
い
て
さ
ば
き
、
三

塁
へ
素
早
く
転
送
、
併
殺
で
切
り
抜
け

た
。
暴
投
と
な
れ
ば
１
点
を
失
う
可
能

性
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
セ
ン
バ
ツ
を
手

繰
り
寄
せ
る
重
要
な
局
面
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
習
志
野
戦
は
、
選
抜
大
会
出

場
の
か
か
っ
た
大
事
な
試
合
で
あ
り
、

本
校
は
、
初
の
選
抜
出
場
を
願
い
、
バ

ス
30
台
を
連
ね
、
全
校
生
徒
で
応
援
に

駆
け
つ
け
た
。
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
精

一
杯
の
応
援
に
野
球
部
員
も
応
え
て
く

れ
、
選
抜
初
出
場
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
準
決
勝
は
、
山
梨
学
院
大
附
高
校
と

の
対
戦
。
三
回
に
相
手
守
備
の
乱
れ
や
、

小
川
の
安
打
な
ど
で
２
点
を
先
取
し
、

七
回
に
は
大
川
の
安
打
で
１
点
を
追
加

し
た
。
３
試
合
連
投
の
比
嘉
は
八
回
ま

で
無
失
点
と
好
投
す
る
が
、
九
回
に
１

点
を
許
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
の
後
、

後
続
を
断
ち
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　
決
勝
戦
は
、
桐
生
第
一
高
校
と
の
対

戦
。
エ
ー
ス
・
比
嘉
を
温
存
し
、
長
谷

川
が
先
発
で
登
板
し
た
。
打
線
は
、
一

回
に
小
川
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
手
を
奪

い
、
四
回
に
４
四
死
球
を
選
び
２
点
を

追
加
し
た
。
そ
の
裏
に
、
長
谷
川
が
４

安
打
を
浴
び
て
２
点
を
失
う
が
、
五
回

に
大
川
の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
で
引
き
離

し
た
。
そ
の
後
、
五
回
裏
か
ら
は
左
翼

を
守
っ
て
い
た
大
下
が
登
板
。
七
回
に

１
点
を
許
し
た
が
、
打
線
の
援
護
に
よ

り
九
回
に
ダ
メ
押
し
の
１
点
を
加
え
、

堂
々
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
平
成
25
年
10
月
27
日
か
ら
５
日
間
、

茨
城
県
の
水
戸
市
民
球
場
と
ひ
た
ち
な

か
市
民
球
場
で
、
関
東
６
県
と
山
梨
県

の
15
校
が
出
場
し
、
第
66
回
関
東
地
区

高
校
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
硬
式
野
球
部
は
、
栃
木
県
の
２
位

代
表
と
し
て
22
年
ぶ
り
に
出
場
し
、
県

大
会
で
の
反
省
を
生
か
し
て
、
悲
願
の

関
東
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
選
抜
高
校
野
球
大
会
の
出

場
校
を
決
め
る
重
要
な
大
会
で
あ
る
た

め
、
本
校
セ
ン
バ
ツ
初
出
場
に
向
け
た

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
９
月
14
日
か
ら
栃
木
県
総

合
運
動
公
園
野
球
場
な
ど
５
会
場
で
、

関
東
大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
た
第
66

回
秋
季
栃
木
県
高
校
野
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
校
61
校
中
シ
ー
ド
校

と
し
て
出
場
し
た
本
校
は
、
初
戦
で
矢

板
中
央
高
校
に
苦
戦
し
た
も
の
の
終
盤

に
底
力
を
発
揮
し
逆
転
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
２
回
戦
の
小
山
高
校
戦
で
は
接

戦
の
末
、
延
長
戦
を
制
し
、
３
回
戦
の

栃
木
高
校
戦
で
は
、
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で

８
強
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
準
々
決
勝
の
相
手
は
、
夏
の
甲
子
園

出
場
の
作
新
学
院
高
校
。
比
嘉
―
大
下

の
継
投
で
３
―
２
と
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

準
決
勝
は
国
学
院
栃
木
高
校
と
の
対
戦
。

八
回
ま
で
は
０
―
３
と
劣
勢
で
し
た
が
、

九
回
に
４
連
打
で
追
い
つ
き
、
延
長
十

回
に
周
東
の
中
前
打
が
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ

ト
と
な
り
、
劇
的
な
勝
利
を
収
め
、
足

利
学
園
以
来
、
22
年
ぶ
り
の
関
東
大
会

出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

センバツを手繰り寄せた全校応援（準々決勝）

　
し
か
し
、
激
戦
の
余
韻
が
残
る
翌
日

の
決
勝
戦
で
は
、
自
分
た
ち
の
練
習
し

て
き
た
こ
と
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
残
念
な
が
ら
佐
野
日
大
高
校
に
、

０
―
５
で
屈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

センバツへの抱負を語る
直井 秀太主将

選抜旗を囲んで

セ
ン
バ
ツ
へ
の
道
の
り

セ
ン
バ
ツ
へ
の
道
の
り

―
 

関
東
大
会
優
勝
ま
で ―

第
66
回 
秋
季
栃
木
県
高
校
野
球
大
会

〜
決
勝
戦
で
苦
杯
を
な
め
る
〜

決 

勝
決 

勝

準
々
決
勝

準
々
決
勝

準
決
勝

準
決
勝

一
回
戦

一
回
戦

第
66
回 

秋
季
関
東
地
区
高
校
野
球
大
会

〜
悲
願
の
関
東
制
覇
〜

準々決勝の二回表にタイムリーを放つ小川君
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1 比嘉 新投手
普通3 年4 組
嘉数中出身

6 下門 光瑠遊撃手
普通3 年2 組
片岡中出身

5 小野寺 祐哉三塁手
文理2 年2 組
内谷中出身

4 中島 健寿二塁手
普通3 年1組
鬼怒中出身

3 直井 秀太一塁手
普通3 年1組
河内中出身

2 小川 真希捕手
普通3 年3 組
古河一中出身

7 大下 誠一郎左翼手
普通2 年3 組
若松中出身

12 瀬下 輝選手
普通3 年1組
玉村南中出身

9 大川 善弘右翼手
普通3 年2 組
河内中出身

8 周東 貴人中堅手
普通3 年4 組
坂西中出身

10 長谷川 慶太選手
総合3 年3 組
毛野中出身

11 入江 稔彦選手
普通3 年2 組
下館西中出身

　
自
分
た
ち
硬
式
野
球
部
は
、
憧
れ
だ
っ
た

選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
甲
子
園
球
場
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

ス
タ
ン
ド
の
距
離
が
と
て
も
近
く
、
声
援
や

歓
声
、
拍
手
の
一
つ
一
つ
が
大
き
く
響
き
、

と
て
も
心
強
く
感
じ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

直
井

　秀
太

主  

将

感
謝
で
い
っ
ぱ
い

17 金沢 宇展選手
普通3 年4 組
栃木東中出身

15 髙橋 亮太選手
普通3 年4 組
栃木東中出身

16 舘野 聖弥選手
普通3 年1組
美田中出身

13 朝比奈 由起選手
普通3 年2 組
総和北中出身

14 平賀 烈心選手
普通2 年1組
足利西中出身

18 藤井 雄平選手
普通2 年3 組
総和中出身

　
選
抜
大
会
や
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程

で
、
自
分
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
感

じ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
今
後
の
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
２
回
戦
敗
退
と
い
う
結
果
は
、
決
し
て
満

足
の
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
夏
の
選
手
権
大
会
で
は
、

す
べ
て
を
掛
け
て
甲
子
園
へ
の
キ
ッ
プ
を
掴

み
取
っ
て
き
ま
す
。

選抜出場決定の一報に意気込みを見せる野球部員

活躍した選手たち活躍した選手たち活躍した選手たち
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「
渡
良
瀬
川
の
水
清
く
…
…
あ
あ
白

鷗
足
利
の
若
人
我
等
」
―
―
甲
子
園
の

地
に
校
旗
が
翻
り
、
校
歌
が
流
れ
ま
し

た
。
さ
わ
や
か
な
選
手
た
ち
の
笑
顔
に
、

応
援
席
の
生
徒
・
保
護
者
ら
関
係
者
の

笑
顔
に
、
歓
喜
の
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

第
86
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
関
東
地

区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
１
回
戦
に
勝

利
し
た
感
動
と
興
奮
の
瞬
間
で
す
。

　
高
野
連
・
県
知
事
・
県
議
・
市
長
・

副
市
長
・
市
議
・
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
、
多
く
の
県
民
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

P
T
A
・
O
B
会
・
卒
業
生
に
至
る
ま

で
、
物
心
両
面
に
お
い
て
応
援
い
た
だ

き
、
甲
子
園
に
て
思
う
存
分
戦
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
が
第
86
回
選
抜
高
等
学
校
野
球

大
会
に
出
場
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
高

野
連
を
は
じ
め
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
秋
の
関
東
大
会
優
勝
校
と
し
て
、
足

利
市
初
の
代
表
校
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
選
手
た
ち
は
甲
子
園
に
臨
み
ま
し
た
。

日
頃
鍛
え
た
技
と
力
を
発
揮
し
て
宮
城

県
の
東
陵
高
校
に
勝
利
し
、
我
が
校
の

校
歌
を
球
場
一
杯
に
響
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
、
本
校
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の

賜
物
で
す
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
硬
式
野
球
部
の
皆
さ
ん
、
初
め
て
の

選
抜
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
３
月
と
は
思
え
な
い
、
抜
け
る
よ
う

な
青
空
の
も
と
、
夢
に
見
て
い
た
「
甲

子
園
球
場
」
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

で
、
２
０
０
０
名
近
い
応
援
団
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
勝
利
の
校
歌
を
「
渡
良
瀬

川
の
…
」
と
歌
っ
た
時
に
、
心
の
底
か

ら
う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
「
文
武
両

アルプススタンドを埋め尽くす本校の応援団

甲
子
園
出
場
を
顧
み
て

甲
子
園
出
場
を
顧
み
て

甲
子
園
出
場
を
顧
み
て平

野
　
英
治

前
校
長

ご
支
援
の
賜
物

西
場
　
仲
一

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

誇
り
あ
る
校
歌

　
さ
わ
や
か
な
春
空
の
下
、
我
が
白
鷗

大
学
足
利
高
校
は
第
86
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
に
初
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
甲
子
園
と
い
う
大
舞
台
で
ひ
た
む

き
に
白
球
を
追
い
か
け
る
選
手
た
ち
の

姿
は
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
か
ら
応
援

す
る
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
念
願
の
セ
ン
バ
ツ
初
勝
利
を
成
し
遂

げ
、
我
が
校
の
新
た
な
歴
史
を
刻
め
た

こ
と
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
監
督

や
野
球
部
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果

で
あ
り
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
学
校
関

係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

き
た
ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ
て
誇
り
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
甲
子
園
で
プ
レ
ー
し
た
喜
び
や
感
動

を
胸
に
、
ふ
た
た
び
夏
の
甲
子
園
出
場

を
果
た
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

中
山
　
富
夫

Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
会
長

ひ
た
む
き
な
選
手
た
ち
に
大
き
な
感
動

　
「
関
東
代
表
と
し
て
出
場
す
る
わ
け

で
す
が
、
栃
木
県
の
、
そ
し
て
足
利
市

の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て

戦
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
ご

挨
拶
の
機
会
を
頂
く
た
び
に
申
し
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
佐
野
日
大
高
校
、
桐

生
第
一
高
校
、
そ
し
て
本
校
と
、
両
毛

線
沿
線
の
３
校
が
揃
っ
て
初
戦
を
突
破

す
る
と
い
う
歴
史
的
快
挙
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
、
地
元
の
皆
様
に
何
と

か
恩
返
し
が
で
き
た
と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
ま
し
た
。

　
足
利
市
初
の
出
場
校
と
し
て
、
聖
地

で
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、

多
く
の
ご
声
援
を
く
だ
さ
っ
た
地
元
の

皆
様
、
保
護
者
・
生
徒
・
本
校
の
教
職

員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

須
藤
　
喜
亮

野
球
部
長

初
戦
突
破
で
恩
返
し

道
」
を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
た
野
球

部
員
の
皆
さ
ん
の
汗
と
涙
の
努
力
が
実

を
結
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
、
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
夏
の
甲
子
園
を
目
指
し

て
努
力
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
白
鷗
大

学
足
利
高
等
学
校
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

写
真
提
供
・
毎
日
新
聞
社

　
　
お
忙
し
い
中
、
原
稿
・
写
真
等
の

　
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
　
集
・
校
報
委
員
会

発
　
行
・
白
鷗
大
学
足
利
高
等
学
校

　
　
　
　
足
利
市
伊
勢
南
町
三
の
二

0
2
8
4
―
41
―
0
8
9
0

制
　
作
・

（有）
コ
ー
エ
イ
プ
ロ
セ
ス

発
行
日
・
平
成
26
年
６
月
20
日

スタンドで力一杯声援を送る野球部員

岡
部
　
宣
男

校
　
長

応
援
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
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